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地熱ボｰリングの循蝦泥水の温度測定

地熱のボｰリングでは高温な地層を掘さくしなけれ

ばならないがζの惑い使用している水紀この黙秘供

給春れてくる喧とく紀循簿泥水を僕用しているあ

泥水の温度秘上昇してトラブルの原顕となることもある

ので冷却塔をつくったりして泥水の温度をさげること

も齢ゆ一般の栄一リングとは異なっ花泥水管理が必要

とな為ζともあるわげである.ζの泥水紀伊絵される

熱をう蛮くキ帝ツチでき花ら蒸気の噴闘と大書い関係

をもつクラックの状況等を把握する資料となりうるだろ

う､

地熱調査の一つの手段として循還泥水の温度変化を

記録することを地熱調査の初期から考吏てい花が問

題があって実行紀うつすことがで曹なかった目

問題となる点を著千はじめ終書いてみると測定する

据水は流れているので感度の高い濃度計でないと測り

セ己くレ､こと.

ボｰリングの孔の径は掘さくする地層掘さく籍具

等の条件によってビットの外径と同一の真円になって

なく時によっては驚く穫径が太くなってることもあ

るので孔内を上昇してくる水の速度は同じでない公

算秘大である｡これは孔壁から供給される熱量淡均

一に水に供給されないことになる.

循還泥水を使用するときはバック(泥水溜め)を使用

するかバックの水温は時間的に変化するので孔口の

抑原窺津

温度と対比する&きポンプの送水量時間的な逸泥量

孔内流遠が各深度でチェックできないと対比しにくくな

る苗掘畜く瞭クラック紀あたると逸水ぷいう現象をお

こすこおが普通で踏るが逸水1はっておこる熱の供絵

の変化をしることも至難であり全逸水になれば濃度を

記録すること秘できなくなる曲

近蹄淋一薫ス夢一紀高感度のものができ免ので若干

の予備実験をしたのち昭和凄2年度ぽ岩等県雫石町滝

ノ上地載で地熱の講負恭一リング(G服一簑号井)(深

度遂⑪⑰滋)湯桁なわれ花のでこの機会を利用して循還

泥水⑳温度変化をほ&んど全深度に細花りて実験的は記

録してみた.

使用した記録計は目本計測機株式会杜製の電子管式

自動平衡型記録計で温度目盛はO鶯～五00むC打点は蕩

打点方式打点間隔ほ7s㏄チヤｰトの送り遠度は王20

㎜鵬侭であり感温部は長時聞温度の高い水の申に入

れておかねぱならないので特殊に製作したものを鍵用

Lた目

以下記録されたものから数カ所を揚載して参考にし

て頂くが地熱の求一リングではクラッタをいうこと

を無視するζとはで慧ないしクラックは蒸気の出てく

る場所と関係あるだろうからこうした所を主ぽしてみ

たい,クラヅクにあ淀ると逸水することが普通である

揺の湯遜蟻の錐黙幹掘慈く欝鶴

掘養く鉾の上瀞(艦約艦)

瀦水の鑑(籍の湯)�
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と書いたカ…この逸水し花所を報告書からさがしてそ

の付近の記録をのせて若干⑳魏朗をする.

第1図は感温部の取付場所を示した図である.

第嚢関は深度30搬40で全逸水している茄その前の記録で

深度赫浅いのに深度叢は大藩くて熱の洪絵最が大師叱あ

を称している.

第護鰯は深度120釦80蜜てば300〃H位の逸泥をし濃泥を

妻鼓入してし暑まらく掘さくを中北したら逸泥秘と蜜ゆ花を嚢の

ものである｡

孔q側の温度が鉾水豊の減少紀つれて鯵下しているがζれ

は気温の影響もあるわけで孔口側の温度秘バックの中より降

下している点は排水盤が⑰蜜淀はそれに近な比とを昂じてい

る｡斌ンプでの送水嚢:やめると孔口からの擁氷秘なくな葛

ので温度は急激紀降下す繍ミ麟聞的に気温護で低下しない

似妻感澄部秘スライムの中に著千埋没して潟簑樋の瀦水も

｡樽凄な濠柳沈めである曲金壁逸泥し花と嚢は孔酬ま気

温蜜淀はそれに近いものを記録す墨ごを紀なるので季節の影

響をうはることを留意しなければならない.

第選関この記録はu屑から工朋ぽかげてのもので鏡地は

すでに冬で寒い撃節である苗

そのため絃何等かの事情で掘さくをしぱ蔭く中止す嵩を

バックの水濃は降下す私孔内は循環永没入ってないので孔

内の濃度は上昇す乱ζうしたときの記録は最初の方は濃

度藍茄犬きく時間の一憲の経過後両方の温度は平行的になる

カ葦この際に孔口側で最も高い温度を示す付近が孔底付近の

水温であると解してよい.

第嚢鐵は逸泥がありζのおと噴気さ杓ている村近で慈細

めて温度変化のあるとζろのものである.

バックの温度が慈紀降下している所は泥水を補総し花慧鉦を

示すものである曲

第6圏ば温度褒化の犬慧い所の1例で現在の噴出している

蒸熱幻噴出(番の湯)

蒸気の一つの噴出場所であることを確定しうる記録である.

欝腎劉は最終深度件近い所の調録⑳噺から掘さく深度を明

希できる所で鑓畑榊鰯㎝間のものである.温度変化だけ

でなく掘さくの能率も鯖閥的紀確定できる.今後の問題と

して記録を読む上に留鴬しなげれぱならないであろうと考え

うるものを少し追加してみたい.

購濠鰯は逸瀦のため渇水の補絵か間紀彰わないので清水

を繍絵して掘きくし淀と慧のもので清水の温度秘低い淀め

鎌水漁度も徐刺ζ降下して招蔓バックの濃度の褒化が孔口

側よ堕大慈いご恕絃注鴬すべ藷ζをを示している､

篤簿鰯は天気の輿い気温の商い買の午前王鵬頃からの記録

で彰繍童ごうし淀記録争ζは温度が徐冷紀上昇している原顕

は孔内からの温度と気温の上昇1はるもぬをを考麦なは枇ぱ

な蔭馳､かもしれない曲ζの慧とは第iO図と比較するあ

もっを絃櫛藩婁するである簑串

以上で記録紀ついての紹介を終るが掲載し花このわ

ずかのものからでも杓かるよう紀クラック澄度の供

絵量の大きい揚所欝を雛定しうるで務るう掴

最初の実験的な調録であるので葡録のとりかた詞

録紙上に詞入する欝項親揚の人が野帳熔記入して潟か

ねぱならないこと讐不備の点があって十分全詞録を読

む資料が不昆していたがこうし花記録はある程度の

現揚の記録淋なければその価億は充分に発揮で慧ない

だるヅごのために今後も肉外の鶴カを傷てでき

るだけ多くの資料を吏彪いもの挫恩ゆている古

嬢後紀この記録をとるにお花り描導を受けた串村

部長とご協カを項い花帯看襲丼の現揚の譜民紀感謝の

意を表したい.

(簿翻ま授術部賦錐灘)

範鑑静�
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サクソ富フ#■ス

孔i1鰯愛嬢瓢.

⑪温度記録のだ尚の愛感熱駁付倣鰻

④深度工似臓付近の籔ア掘壌の麟

⑬養護凄婁30口1イ寸逝唖

⑯深度1451皿付遜

⑥濠度鯛2臓紬近

⑰深度鑓晦～39腕護でめ箭録

水を補給して掘進勝

働氣濃幻上螺する固申の記録

⑬気濃の猛い夜蝋げ暗の記録

(深度工39㎜付近)�


